
‭京都文教大学 臨床心理学部 臨床心理学科 専任教員（任期の定めのない教員）‬

‭「心理学に関する科目担当」の公募について‬

‭　この度、本学では、下記の通り専任教員を公募することになりましたので、ご応募のほどよろしく‬
‭お願い申し上げます。‬

‭記‬

‭１‬ ‭所属‬ ‭臨床心理学部　臨床心理学科‬

‭２‬ ‭専門分野‬ ‭大分類：社会科学‬

‭小分類：心理学‬

‭３‬ ‭担当科目‬ ‭学　部：心理学に関する講義科目‬

‭　　　　　　  「知覚・認知心理学」または「学習・言語心理学」または「神経・生理心理学」のいずれか。‬

‭　　　　　  　「心理学統計法」・「心理学研究法」のチームでの担当。‬

‭　　　　　　  「産業・組織心理学」の科目の一部を担当できることが望ましい。‬

‭　　　　　心理学に関する実験・実践演習科目‬

‭　　　　　　  「心理学実験入門」・「心理学実験」のチームでの担当‬

‭　　　　　　  「臨床心理学実践演習基礎（ビジネス経営心理）」‬

‭　　　　　演習科目、卒業論文等。‬

‭　　　　　＊上記の他にも、基盤教育（共通教育）に関するPBLなどの手法を用いた科目を担当い　‬

‭　　　　　　 ただくことがあります。‬

‭大学院：本学のソーシャル・イノベーション・プログラムに関するPBLの手法を用いた演習科目。‬

‭（所属は学部のみ）‬

‭４‬ ‭業務内容‬ ‭以下の業務を始め、本学の活動に必要な業務に従事いただきます。‬

‭ａ．上記の授業担当をはじめとする教育活動（ＦＤを含む）。特に、心理学の社会での応用実践に関‬

‭　　係した教育活動（キャリア教育を含む）。‬

‭ｂ．心理学の社会での応用実践に関係した社会貢献・地域連携活動‬

‭ｃ．学生指導・学生支援‬

‭ｄ．研究活動‬

‭ｅ．大学や学園の行事‬

‭ｆ．大学運営に関する業務（委員会活動、ＳＤを含む）‬

‭ｇ．本学産業メンタルヘルス研究所の運営及び活動を通じた社会貢献や大学運営に関する業務‬

‭５‬ ‭職種・人員‬ ‭准教授　または　講師　または　助教　1名‬

‭６‬ ‭勤務形態‬ ‭常勤（任期なし。本学園の定年は65歳の年齢に達した年の年度末となります）‬

‭７‬ ‭採用予定日‬ ‭2026年4月1日‬

‭８‬ ‭応募資格‬ ‭以下の各項をすべて満たす者。‬

‭ａ．本学の建学の理念と教育方針及び「‬‭本学の求める教員像‬‭」を理解し、本学が目指す「ともいき　‬

‭　　人材」の育成に、熱意をもって取り組めること。‬

‭ｂ．心理学または関連諸科学分野の博士の学位または同等の研究業績を有すること。‬

‭ｃ．上記専門分野に関する研究業績を有し、上記科目を担当できること。‬

‭ｄ．心理学の社会での応用実践に関する実務経験を、産業・社会領域（企業など）で有しているこ　‬

‭　　と。‬

‭ｅ．FD活動を含めた教育研究、学生指導、および大学運営に熱意を有すること。‬

‭ｆ．採用後は勤務可能な地域に居住すること。‬

‭９‬ ‭待遇‬ ‭学校法人京都文教学園規程による。‬

‭10‬ ‭採用候補者‬

‭の選考方法‬

‭ａ．書類選考：提出書類による審査を行います。‬

‭　　　　　　　　 書類選考を通過された方のみ、別途ご連絡します。‬

‭ｂ．一次選考：書類選考通過者に対して「一次面接」及び「模擬授業（15分程度）」を行います。‬

‭　　時期：2025年9月13日（土）‬

‭　　＜模擬授業＞‬

‭　　　科目：「知覚・認知心理学」「学習・言語心理学」「神経・生理心理学」「心理学統計法」「心理学研‬

‭　　　　　　  究法」などから15分程度の模擬授業をお願いします。対象は本学2年次生とします。‬

https://www.kbu.ac.jp/kbu/whatnew/asset/20250722/kyouin.pdf


‭ｃ．二次選考：一次選考通過者に対して「二次面接」を行います。‬

‭　　　　　　　　 一次選考を通過された方のみ、別途ご連絡します。‬

‭　　時期：2025年9月中～下旬＜予定＞‬

‭11‬ ‭応募方法・‬

‭期日‬

‭次項の提出書類を応募期日までに郵送提出【必着】してください。‬

‭郵送方法：簡易書留等の受け取り履歴が残る方法で郵送してください。（本学への持ち込み提出‬

‭は不可）‬

‭応募期日：２０２５年9月1日（月）１７時【必着】‬

‭12‬ ‭提出書類‬ ‭ａ．履歴書（本学指定の様式による）　　1通‬

‭ｂ．教育研究業績書（本学指定の様式による）　　1通‬

‭ｃ．連絡先カード（本学指定の様式による）　　1通‬

‭ｄ．心理学の社会での応用実践に関する活動経歴書（様式自由）　　1通‬

‭ｅ．研究業績に関する審査資料として論文抜き刷り、参考資料等（現物またはコピー）を3点以上5‬

‭　　点以内で添付してください。研究業績には、心理学の社会での応用実践に関する資料を含み‬

‭　　ます。‬

‭ｆ．推薦状（様式事由）　　1通‬

‭ｇ．採用後の教育・研究・社会貢献・大学運営に関する計画と抱負（とくに教育・研究・社会貢献の　‬

‭　　各側面については、心理学の社会での応用実践との関連性を明記すること）。‬

‭　　（本学指定の様式、1600字程度）　　1通‬

‭＊ａ．ｂ．ｃ．の様式は、‬‭こちらから‬‭ダウンロードできます。‬

‭　 ｇ．の様式は‬‭こちらから‬‭ダウンロードできます。‬

‭　 履歴書、教育研究業績書の記入要領は‬‭こちらから‬‭ダウンロードできます。‬

‭13‬ ‭書類提出先‬ ‭〒611-0041　京都府宇治市槇島町千足80番地　‬

‭京都文教大学　総務部総務課　採用担当　　宛‬

‭＊封筒には「臨床心理学部（心理学に関する科目担当）専任教員応募書類在中」と朱書きしてくだ‬

‭　 さい。‬

‭14‬ ‭問い合わせ‬

‭先‬

‭京都文教大学　臨床心理学部長（gas@po.kbu.ac.jp）‬

‭＊募集内容に関する問い合わせは電子メールのみでの対応とさせていただきます。‬

‭＊選考途中での経過・採否についての問い合わせには応じられません。‬

‭＊書類などの問い合わせは本学総務課（担当：山端　TEL0774-25-2400）までご連絡くださ‬

‭　 い。‬

‭15‬ ‭学部長より‬
‭応募者への‬
‭メッセージ‬

‭＊心理学的手法を生かした実務経験をもとに、社会との連携を強く意識した教育活動を展開し　‬

‭　 てくださることを期待しています。‬

‭＊本学の産業メンタルヘルス研究所の活動に参加していただくことを期待しています。‬

‭16‬ ‭その他‬ ‭ａ．面接への交通費は自己負担です。‬

‭ｂ．提出書類は返却いたしません。返却を希望される場合は、返却先住所を明記し、所定の切手を‬

‭貼付した封筒を同封してください。同封されない場合は選考後、本学で責任を持って処分させ‬

‭ていただきます。‬

‭ｃ．提出いただいた個人情報は、採用選考及び採用後の人事管理の資料として限定して利用し、‬

‭本学園の個人情報保護指針‬‭に基づき、適正に取り扱います。‬

‭　以上‬

https://www.kbu.ac.jp/kbu/intro/privacy_policy.html
https://www.kbu.ac.jp/kbu/whatnew/asset/20250722/tyousyo.xls
https://www.kbu.ac.jp/kbu/whatnew/asset/20250722/houhu.docx
https://www.kbu.ac.jp/kbu/whatnew/asset/20250722/saiyou.pdf



